
物理第 1問
出題意図：電磁気学分野における基本法則を応用する力、計算力、物理的考察能力を問う。
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問 4 金属表面からの距離は、 √
2
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問 5 温度を下げると、電気伝導率 σが大きくなるため、電磁波が金属に侵入する長さは
小さくなる。
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物理第 2問
出題意図：量子力学の分野において、演算子を用いた計算 および 行列計算を行える能力
を問う。
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(ŝ+ − ŝ−)
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問 2
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問 5 固有値は、
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問 6 p軌道状態に対して 6重縮退であったところ、スピン・軌道相互作用により、固有値
−h̄2ζの状態が 2重縮退、1

2 h̄
2ζの状態が 4重縮退となる。略図は下図のようになる。
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物理第 3問
出題意図：統計力学分野における、熱力学的平衡状態に関する基本的な概念と、計算力を
問う。

問 1 (1) nlに関する和を独立に取ることで、
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